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1　は　じ　め　に

岩手県における橋米生産は，農業団体などを中心とした

自主流通米扱いによる生産が主流であるが，近年市場価値

の高い良質な輔米が求められ，このための安定栽培技術の

確立が要求されている。これまで精米の栽培法に関する知

見は少なく，技術的対応が不充分であった。そこで岩手県

中南部の囁米の代表品種ヒメノモチについて，1987年から

1989年まで栽培試験を行った結果をもとに安定多収のため

の期待生育量を明らかにしたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次及び試験場所：

1987年～1989年　岩手農試県南分場内圃場

1988年～1989年　紫波町・胆沢町現地圃場

（1977年～1989年　県南分場内優良品種展示圃場のデー

タも一部使用）

（2）施肥条件：

基肥及び分けつ盛期，幼穂形成期，減数分裂期，穂揃期

の追肥の組合せによる。施肥条件の一部を図7に示した。

（3）目標収量水準：600kg／10a

係わ見るとヒメノモチの豊熟歩合は比較的高く，d当りの

籾数が3万3千程度までは80％の豊熟歩合を確保できてお

り，3万校以下の場合は90％台の高い豊熟歩合となってい

る（図5）。梓長と倒伏程度の関係を見ると拝島75cmを越

える付近から倒伏程度が増加し．許容範囲の2で抑えるた

めには85cm程度にとどめる必要があると思われる（図6）。

以上の点をふまえ，本県におけるヒメノモチの収量水準を

600kg／10aとした期待生育量を表1に示した。

そこでヒメノモチの期待生育量の確保に関する栽培上の

主な留意点について考えてみたい。図7によると，N基肥

量が0，3kg／aでは分げっ盛期に0．1kg／aの追肥を行なって
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3　試験結果及び考察

ヒメノモチにおける穂数と倒伏の関係は，ポ当り穂数が

430本前後を越えると急速に倒伏が増加し，450本以上では

完全倒伏に近い値も見られたく図1）。棟数と収量の関係

は．穂数380本以下で収量600kg／10aを確保することは難

しくなっていることがわかる（図2）。汀f当りの籾数と収

量の関係は，2万8千粒以下では600kg／10aを確保するこ

とは難しくなっており．3万3千校を越えると収量の増加

も見られるが，この場合倒伏程度が2（倒伏による豊熟歩

合及び収量への影書を考慮し倒伏程度2を限界とした。た

だし倒伏程度は0－5の6段階）を越える頻度も高まった

（図3）。穂数と籾数の関係を見ると，穂数380本から420本

でd当り籾数2万8千粒から3万3千粒を確保することが

十分可能であった（図4）。lJ当りの籾数と豊熟歩合の関
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図日　穂数と倒伏程度

t55

、くJ
）　50

45

300　350　　400　450　　500　　550　　600

穐　　数（本／†げ）

図2　穂数と収量

往．※囲みマークは倒伏程度2を越えるもの
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図3　d籾数と収量

一
丸
了
下
す

・蓮町
・

■

　

　

　

■

250　300　350　400　450　500　5甜　600

穐　　数（ふ／1叶）

図4　穂数とd籾数
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図5　ⅡF当り籾数と登熟歩合
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図6　梓長と倒伏程度

蓑1収量水準600kg／10aを得るための期待生育量
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も穂数は基肥0．5kg／aの区より10％以上も少なかった。ま

た偏穂重型品種であるため植付本数が4～5本／株より少

ないと期待穂数を確保することが難しいと思われる。この

ことから0・5kg／a程度の基肥を施用することにより，生育

初期の分げっ発生を促して穂数を重点的に確保することが

必要である。追肥については．生育途中どの時期に追肥を

行っても揮長が伸びて倒伏し易いこと（図7，昭和62年度

成績），しかし穂肥の施用を行わないと籾の退化などで減

収する事例が多く見られたことなどを考慮すると．梓長を

伸ばす危険性の低い減数分裂期の追肥を重点的に行うこと

が適当と考えられる。幼穂形成期の追肥は籾数の増加に効

果が見られ，増収しているが．同時に倒伏を助長する事例

が多く，葉色が極端に低下する場合や，表2に示した幼穂

形成期の栄養診断基準を下回る場合を除いては避けなけれ

ばならない。
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図7　岩手儀式県南分場における施肥法と
収量・収量構成要素

蓑2　幼穂形成期における栄養診断基準
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4　ま　　と　　め

ヒメノモチの期待生育量の設定に当っては，倒伏しやす

い品種ということから倒伏程度の限界を設定したうえで，

それぞれの収量構成要素を決定した。
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